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小形遺物とくに石器類の写真測量図化法の開発

作業の迅速性，むらのない精度，必要に応じた再現性をもつなどを利点とした写真測』1 t を，
発掘遺構実測に応用するとともに，出土遺物の図化への応用もまたすでに試染られている（奈
文研年報1 9 6 9 ) 。しかしそれは，巨大なもの，こわれ易いもの，特に複雑な曲線を持つもの等’
従来の方法では実測困難なものに対象を限定した試承であり，巻貝型士製品，細文土器，青銅

器，人物埴輪などで，一応の成果を得ている。ただ，既存の測定用のカメラでは近接撮影能力
に限界があり，希望する写真縮尺が得られないことが主な原因となって, 満足すべきものとは
なっていない。

そこで今I 可は蒋通カメラを用いて，縮尺の大きい写真ネガを得ることに主眼をおいた搬影を
行なった。被, ゲ体には小形の鎌状の朽器（Ｅ＝50c I n，ｗ＝2. 8cm，ｔｈ＝0. 58cm）を選んだが’ これは
土器などと違って断面が写真上で測定し易l ' ､ という利点を生かしたものである。カメラは一般
に使用されているプレスカメラを使川したため，レンズの主点位置，画面距雄が1 1 1m単位でしか
測定できないこと，フイルムの１１ﾐ薪が不完全であるためと，レンズのデイストーションの程度
が不明であるため，フイルム上で部分的なモデルデフォーメーションが避けられないことなど
の欠点はあるが，近接撮影が可能なため，リ1 ～％大のが其縮尺が得られた。

搬彩は台に被孝休を放せ，垂l ( 〔に行なった。
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小形遺物の写真測量図化と石器製作に関する研究
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小形遺物の' 砲‘ 〔測肺: | 刈化とイi 器製作に間する研究

レオ効果を得る工火として，カメラをl 1 I i l 定し，被写体を､ W2 行にスライドさせる方法をとった。

なお, 搬影韮線長は７CI I ' , 』, 墜線比は１：４前後である。ノ, 域( ；点は被写体を! l i Rせたガラス板に１c l I l

i 間j 隔のグリッドを設け平I i l i 方向の韮唯とし，長さの災なる４本の虫ピンを被写体をかこむよう

に1 1 《〔立させ垂直ﾉ j 向の』I 墜準とした。準肺を含めて，搬影に要した時間は，約１時間，ｌｘｌ化に要

した時間は，標疋を含めて２時時間1 0 分と，比岐的粘度の向い図面を短時間に作成できる見述

を得ることができた。凶化は３倍のスケールで行なった。なお，カメラはスーパー・グラフィ

ック，レンズはコダック・エクター1 2 7 1 , Ⅱ１１を使川し，ｌＸＩ化機はステレオ・メト1 ｺ グラフE J 1 i u を

使川した。

禰器研究にとって拡大図は細部の観察をうながすであろうし，等尚線による剥雄1 ｍの表示は

まだ新しい試みとして今その効果を予測できないが，細部の計測が1 1 1 . 能なことは剥雄耐の分析

を通した石器製作技術の解析にも有効なデータを提供してくれるに地いない。そのために小形

遺物専用のカメラの開発と，さらにはこのシステムの符ﾉ J 化の〃法として，４ゲ真測ｊＩｔの原理を

生かしながらフイルムを介さない凶化| 幾の開発が要求される。（0 } 東大作，伽幹雄・松沢亜生）

石器製作復原

一二上l I l 産サヌカイトによる石器製作技術の復原研究はｲ ﾊ ' ; I りの』i に水テストをくり返して技側

を象がきながら，剥H ･ 取り，交互剥離などの実験をさらに亜ね，技法の共休的な復原に埼・下し

た。‐ I ノーヌカイトをイi 器ｲ i 材として選定する地域での先細文時代に､ 瀬ﾉ i 内技法" と呼ばれる代表

的な石器づくりがある。まずこの技法による製作復原をとりあげてみた。

この技法の鮒１段階の剥片取りに深く関わる条件として，前年からイi 削りのテストを通じて
いしのめ

感じたのはサヌカイトは石器に使われる他のｲ L i 材一｝卿雁ｲ i ，頁岩と比べて《' ｲ i 理" がはつきＩ）し

ていることであった。したがって原喋を打ち割ってある樋の石器に必婆な索材剥ハ･ を準備する

' 剥片取り作業" の成脊は，まずこの石皿を判断することにかかっているといえる。打娯によっ

て発ﾉ [ | 畠する割れ面が7 『皿の方向に向うのに必要な打而，打角の逃走が要求される。イi 蝿に沿っ

て削れが進行すれば大きく､ I 酬! な剥離1 ｍを得ることができるし，逆えば波打ったｲ < 安定な剥離

鋪３１X １打1 m周辺の整形加工 翼状剥州剥離作業
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第４図瀬戸内技法概念図
素材剥片および翼状剥片と石理の関係

面を生ずること（Undu l a t i n）になり，

ここに自然際を打ち割る手懸りを得るむ

つかしさがある。

瀬戸内技法は大阪・国府遺跡の黄料を

もとに命名されてから久しく二上1 1 | 周辺

の資料によって補正されたのは妓近のこ

とであるが，そうした例にならって作業

を進めてみたｏ第一段階の剥片取りは石

製ハンマーを用い交互剥離の原則に従が

い－ａ（第４側左) , 平坦な剥離面を打而と

した剥片（同右中，下）を準備した。先に

ふれたようにこの段階ですでに一つの原

石から要求に合った剥片を効率よく複数

打ち剥ぐのは困難であったｏ

翼状剥片を得る第２段階での作業（第

４図）は石核となる剥片を踏みつけて間

定し，鹿角製パンチを当て，鹿角ハンマ

ーで加梁した－ｃ( 第４図右) o ただし前処

理として石核の打而周辺の整形を行なう

－ｂ( 第３I X l ) o 実験を逸して感じたのは打

面調整の意義よりむしろ引きつづいて剥

ぎ取られる翼状剥片を規制することにあ

り，剥片の画一性の保持はこの条件にか

かわるといえる。
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かわるといえる。鮒５図翼状剥片剥離経過

打点についていえることは鹿角パンチ上' 素材用剥片
中，｜‘ 1 上剥片より剥がされた妓初の翼状剥片

を用いたときバルブは不明瞭なものとな 下，次＊に剥がされた翼状剥片と石核

り，いわゆる打痕は残らないことを知っ

た。剥片取り段階における石製ハンマーによる応接加撃（ａ）の打浪を考慮にいれるならば，
従来いわれて来ている" パンチ痕" なるものは硬質ハンマーによる痕跡であり，軟質パンチ使用
のとき生ずるような性質のものではないと結論される。

（松沢亜生・端本圭輔）




